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論文内容の要旨

本論文は，有機導電性化合物のコンデンサへの応用に関する研究成果をまとめたもので本文8章から構成されているo

第 1 章では，有機導電性単分子化合物と導電性高分子との研究の現状とコンデンサ材料としての意義について述べ，

本論文の目的を明らかにしている。

第 2章では， TCNQ と数百種のドナーを組み合わせた TCNQ錯体を合成し，その熱的性質より (a) 分解型 (b) 昇

華型 (c) 融解型の三種に分類し，昇華型と融解型の中に半田耐熱性のあるコンデンサの電極材料として数種の有望な

TCNQ 錯体があることを明らかにしている。

第3章では，コロナ帯電法及びイオンアシスト法により TCNQ 錯体の蒸着を検討しコンデンサへの適用に於いて，

イオンアシスト法が優れていることを明らかにしている。融解型としては高融点錯体を単独で用いるより二種の錯体

を混合することにより電気的性質の優れたコンデンサが得られたことを示している。

第4章では，化学酸化重合ポリピロールを誘電体上に形成させ，これを電極としてピロールを電解重合する新しい積

層方法により，優れたアルミ間体電解コンデンサが得られることを示している。これはポリピロールが高い電子伝導と

優れた熱的性質を有することに起因していることを示し更に，モルホロジーの制御法について検討を加えている。

第 5章では，アルミ電解コンデンサと同様な方法でポリピロールを用いたタンタル電解コンデンサを作製し電気的

特性，温度特性共に優れたコンデンサになることを示している。

第6章では，ポリアミック酸を電着したのち加熱イミド化して得られる電着ポリイミド薄膜を誘電体とし，ポリピロー

ルを陰極とする新しい概念のコンデンサを提案し，フィルムコンデンサに電気的特性が匹敵する大容量のコンデンサが

得られることを示唆している。

第 7章では，形状の制御された高分子微粒子の表面でピロールを重合し，ポリピロールで薄くコーテインク守する新し

い方法を考案し，コーティングしたものと，末コーティング粒子とを複合化することにより， 10- 17 --10- 1 S/cmの広い

範囲で電気伝導度を制御できることを見い出し，また導電機構としてパーコレーションモデルを提案している。

第 8章では，第 2章から第 7章までの研究成果を総括して本研究の結論としている。
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論文審査の結果の要旨

コンデンサはエレクトロニクス素子として極めて重要な地位を占めているが，より小型で優れた周波数特性を有する

安定なものが求められている。本論文は高い導電性を有する有機導電体の TCNQ (テトラシアノキノジメタン)錯体

及び導電性高分子のポリピロールのコンデンサへの応用に関する実験的研究を行ったものであり，得られた主要な成果

を要約すると次の通りである。

(1) ノ\イドロキノンを出発物質とする方法で合成した TCNQ と数百種のドナーを組み合わせた TCNQ 錯体を合成

し，その熱的性質より (a) 分解型 (b) 昇華型 (c) 融解型の三種に分類できる事を明らかにしている。

(2) 昇華型 TCNQ 錯体としてN-イソプロピル- 4， 4- ビピリジル TCNQ 錯体を選びコロナ帯電法及びイオンア

シスト法により TCNQ 錯体の蒸着を検討し，特にイオンアシスト法によりアルミニウム板上に形成したピット内

に TCNQ錯体を導入することができ，アルミ電解コンデンサが実現できる事を示している。

(3) 融解型の中から比較的高融点である三種類の錯体を選択し更にその錯体を混合して導電体として用いコンデン

サを作製し，電気的特性がすぐれ， 230
0

Cの半田に耐えうるコンデンサを得ている。

(4) 導電性高分子の一種であるポリピロールをアルミ電解コンデンサに摘要するために，化学酸化重合ポリピロール

を先ず誘電体上に形成し，これを電極として，ピロールを電解重合することにより，ポリピロールを陰極としたア

ルミ固体電解コンデンサを作製している。このコンデンサは 260 0Cの半田耐熱性を有し，しかもすぐれた周波数特

性を有する事を明らかにしている。

(5) アルミ電解コンデンサと同様な方法により化学酸化重合と電解重合とを組み合わせて，ポリピロールを陰極とし

たタンタル固体電解コンデンサが作製できる事，これは従来の二酸化マンガンを用いたものより，極めて優れた周

波数特性，高い耐熱性を有する事を明らかにしている。

(6) 電着法によるポリイミド薄膜形成法を開発し，これをアルミエチッド箔に摘要し，ポリイミド薄膜を誘電体とし，

陰極をポリピロールとする新しい概念のフィルムコンデンサを作製している。このコンデンサは従来のフィルム

コンデンサの優れた特性を有し，かっ大容量で表面実装可能なコンデンサとなることを示している。

(7) 形状の制御された高分子微粒子の表面をポリピロールで薄くコーテイングする新しい方法を考案し，その特性を

明らかにしている。これを用いて 10- 17 -10- 1S/cmの広い範囲で電気伝導度が制御できる事，この転移がパーコ

レーションモデルで説明できる事を明らかにしている。

以上のように，本論文は有機導電性化合物を用いた新しいコンデンサの開発を行い優れた電気的，熱的特性を有する

事を示しており，電子工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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